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項目名 指標名 現状値 目標値 備考

救命した傷病者が社会復帰できる
心原性心肺停止機能傷病者（一般市民が目撃し
た）のうち初期心電図波形がVF又は無脈性VTの一ヶ
月後社会復帰率

20.7％
(38) 全国上位1/2 全国15位:25.1％

全国平均:23.8％

（A）目指す姿（分野アウトカム）

（B）取り組む主な施策の柱（中間アウトカム）
項目名 指標名 直近値 目標値 備考

適切な救急医療の利用や病院前
救護活動が可能な体制の整備

重症患者の搬送における救急要請（覚知）から救急
医療機関への搬送までに要した平均時間

46.0分
(－)

前年度
より短縮

重症患者に限定した場合
には、全国値のデータなし

重症患者の搬送における受入困難件数の割合（現
場滞在30分以上）

7.0％
(31)

全国上位
(1～15位)

全国15位:3.2％
全国平均:5.8％

心肺機能停止傷病者全搬送人員のうち、一般市民に
より除細動が実施された割合

1.18％
(21)

全国上位
(1～15位)

全国15位:1.34%
全国平均:1.17％

重症度・緊急度に応じた医療が提
供可能な体制の整備

救命救急センターの応需率 76.1％
(41) 全国上位1/2 全国平均:85.6％

全国上位1/2:87.8％

救急搬送人員１人当たりに要する受入照会の回数 1.69回
(－)

前年度
より減少

独自指標のため、全国値
のデータなし

救急医療機関等から療養の場へ円
滑な移行が可能な体制の整備

緊急入院患者における退院調整・支援の実施件数
（人口10万人当たり）

690件
(14)

全国上位の維持 全国平均:619件

※( )の数字は全国順位（上から）

R4年

除細動実施件数／心肺機能停止傷病者全搬送人員

受入照会回数／救急搬送人員

R4年

R3年

R4年

R4年

R4年
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219件

179件
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